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　2012.1.28. 母校アルマ

マタホールにて、キャリ

アスタディ 2011 の発表

会が行われました。学校

側の行事としては、OB

講演、ゴールシート（2）

が残っていますが、同窓会としては当

日・発表会後、学校側とキャリアスタデ

ィ 2012 の第 1 回打合せをし、2012 年度

の活動を開始しました。

 “2011 年度キャリアスタディを終えて“と

し、2011 年度の総括をしてみたいと思

います。2011 年の最大の変更は、TCU

版夢先生と社会人模擬授業が “業（わざ）

あり先生”に一本化された事かと思いま

す。「柏」第 53 号で講師と講演名には触

れていますので、変更された点について

述べます。

　従来の、TCU 版夢先生では講師は卒

業生と限定していましたが、一本化の中

で OB 必須でなく職種・業種を配慮し、

全体として講師の職種・業種の多様化に

努めましたが、講座ごとによる受講希望

生徒の偏りがありました。

　キャリアスタディの最大の行事は、生

徒の夏休み期間中に行われる企業研修

で、2011 年度は、249 名の生徒、28 企業、

41 事業所、23 名のコーディネーターで

実施されました。2011 年度として特筆

出来るのは、コーディネーターへの事前

説明会を 2 回開催、コーディネーターへ

のレクチャーを実施、20 名で 87% の参

加をいただきコーディネーターとしての

意識の統一・共有を図ることが出来まし

た。又、直前集会については 2 回実施、

21 名のコーディネーターの参加、そし

て欠席の 2 名については、代行コーディ

ネーターで対応、100% を達成する事が

出来、2010 年度の反省（研修当日に初

めて、生徒と顔をあわせるのでは、コミ

ュケーションが足らない、少なくても事

前に顔を合わせているべきだ…）を踏ま

え実施することが出来ました。コーディ

ネーターの皆さんの多大なご協力有難う

ございました。2012 年も更に徹底を図

り、新規コーディネーターの養成にも、

役立てたいと考えています。

　キャリアスタディ委員会としても、総

体が同窓会活動の基となる「柏苑祭」は、

一心同体として取り組んでいます。「柏

苑祭」時に五島育英会、学校広報からの

取材がありました。五島育英会からの取

材については、五島育英会誌 no.93 に、

“Spotlight 学園訪問付属中高〈キャリア・

スタディ同窓会と二人三脚で、新たなキ

ャリア教育を模索〉”として記事になり

なりましたので、次ページに掲載させて

いただきます。過去 3 年に渡る“現在の

同窓会活動”を理解・評価をいただけた

結果と思っています。

　キャリアスタディの発表（会）が、同

窓会としての活動の「評価」につなが

るものと思っています。当日の母校ア

ルママタホールでの、キャリアスタデ

ィ 2011 の発表会には、企業 9 社・10 名、

同窓会 8 名が招待され、来賓として紹介

していただきました。発表会次第は、ス

タート集会、ゴールシート、ポートフォ

リオ、業（わざ）あり先生、マナー講座、

身のまわりの社会人インタビュー、あし

たをつかめ自分史作文、企業研修、プレ

ゼンテーション予選で、来賓の投票によ

り 6 人の中から、F 組玉村雄輝君が「良

い仕事とは ?」で最優秀賞を受賞・表彰

されました。今回、班から個人単位の発

表になり、プレゼンテーションのテクニ
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　今までは、本校卒業生の皆様との唯一の連絡
媒体として当会報「柏」の発行（年 2 回）をし
ていましたが、これからは HP からのご案内並
びに通信となりますので会員登録を必ずお願い
いたします。

キャリアスタディ委員長・理事　青木　良雅（12 期生）

本年度の総会・懇親会は
環境や価値観の異なる年代を超えた仲間同士の心の通うコミュニケーションを

日時　2012年 5月18日〈金〉

　　　午後7時より　第37回総会

　　　午後7時30分より　懇親会

会費　6,000円（食べ・飲み放題）

会場　渋谷『東急イン』　TEL.03-3498-0109

ックより、発表の“根っこ”にある“想い・

真摯さ”を強く感じました。今回発表の

生徒が、夏の企業研修の生徒と同じ生徒

とは、信じられない程の成長を感じたの

は私だけでは無いでしょう。学校・先生

方の熱い指導のもと、生徒諸君のキャリ

アスタディプログラムへの積極的な取り

組みが、成果として表れたと思い、嬉し

く思いました、“感動した”の一言につ

きます。講評での阿部会長の“ありがと

う”が、全てを語っていたと思います。

2012 年度のキャリアスタディに向けて

勇気をいただきました。

　総括として、業（わざ）あり先生につ

いては、進路指導部門から 5 名、同窓会

から 7 名、計 12 名で実施しました。成

功裏に終りましたが、今後、どんな職種

のプロに講師を依頼するか。かたよりは、

35 人 / 講座－程度を目安とし、最大 12

講座、講座数減等、講師の職種等による

絞り込みも、検討が必要。

　企業研修 2011 年度は、企業の受入れ

人数に幅を持たせた形で実施したが、結

果として第 3・第 4 希望にまわった生徒

もおり、生徒の希望が生かされていない

と言う課題が残る。企業研修先の規定の

プログラム（インターンシップ、就職対

応）でない、中学生相手のプログラムを

どう進めて行くのか。自動車、金融、鉄、

法曹界等の新規研修企業の発掘をコーデ

ィネーターを確保しながら、どう進める

のか。直前集会・マナー講座は分離別枠

で設定、マナー講座については HR の中

で学校側が実施、場所の提供を受けて同

窓会が対応するのか等が、2012 年度以

降の課題と考えます。

　最後に学校よりのキャリアスタディに

対するコメントを紹介して、“2011 年度

2011年度キャリアスタディ総括を礎に 
2012新年度へ向けてヘの体制構築
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キャリアスタディを終えて“を締め括り

たいと思います。

学校側のコメント（原文のまま）:
※最後に、このプログラムは本校同窓生

の協力なしでは成立しない取り組みであ

ることを再度確認しておきたい。講演会

や業（わざ）あり先生では講師として、

また、企業研修では企業と生徒との橋

渡しを担うコーディネーターとして、多

大な尽力をいただいている。1 年間に 10

回にも及ぶ打合せ会議をもち、プログラ

ムの詳細を検討・確認している。同窓会

との年間を通じてのタイアップは本校キャ

リア教育の背骨を支える大きな特徴となっ

ており、この協力体制をさらに充実・発展

させていくことがプログラムそのものの発

展にながることを信じてやまない。

協力企業・コーディネーターを大募集

　同窓会では、学校からの要請を受け、過去3年間に渡る

キャリアスタディに協力してきました。2012年も同様に

活動を本年1月より開始しました。4年目になる2012年

も同窓会むさこうの会員である皆様に絶大なるご協力をいた

だき、進めていきたいと思います。

●研修企業の紹介および企業研修のコーディネーター

連絡先：会長　阿部俊夫　Tel.090-7254-0015
　　　　　　　　　　　　abe-toshio@nde4pp.co.jp
　　　　キャリアスタディ委員長　青木良雅
　　　　　　　　　　　　Tel.090-5730-3645
　　　　　　　　　　　　yoshimasa_aoki@yahoo.co.jp
　　　　同窓会ホームページ　http://www.tcu-kasiwa.org/

中学三年在校生へのキャリア
スタディ協力のお願い

五島育英会誌『ゆうわ』93号から転載

キャリアスタディ発表会

平成24年1月28日
アルママタホール

右・ 五十嵐校長

左・ 阿部同窓会会長

下・授賞式の模様
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　今回の同窓会の部屋に訪れたOB
の方々の「投票」により、決定さ
せていただきました。当同窓会が
母校と協力・実践している「キャ
リア・スタディ」についての詳細
な発表・展示さらに「東京発見
ウォーク」と題した“観察すること
での発見”“精巧なスカイツリーの
模型製作”等に評価が集まりまし
た。おめでとうございます。

　第51回柏苑祭から同窓会賞を設けました。卒業した先輩として、また社会人と
してのあらゆる視点から検討審査の上、優秀な企画、努力研究された部門を対象と
して選ばれます。

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　昨年の第 53 回「柏苑祭」は、10 月 9、

10 日の二日間にわたり行われました。

例年、「同窓会」として会場をお借りし

て、アルバムの展示、談話室とし同窓生

に幅広く利用されて参りました。さらに

在校生の展示発表内容も近年充実した物

となっています。

　今回は、過去に催したイベントを復活

させ、「最後の授業」と銘打って退任さ

れました先生をお呼びして昔懐かしい授

業を開く事になり、2003 年 3 月に退任

され、その後 2008 年 3 月まで図書館司

書教員とし勤められました国語科の尾

崎英昭先生をお呼びして、「最後の授業」

を催しました。当時を懐かしむ同窓生が

多数集まり、盛況の内に終了致しました。

●日時
　平成24年10月7日(日)・8日(祝・月)
●場所
　東京都市大学付属中学・高等学校『同
　窓会』の部屋
　　　　　【小田急線 成城学園前駅下車

　　　　　　　　　　　　　徒歩 10 分】

☆特別企画　退任された担任の先生に

　　　　　　　よる最終講義
　柏苑祭まで日数がございますので、依

頼いたします退任された講師の先生のご

都合を確実なものとするため、会期中の

講義日／講義開始時刻等は別途《同窓会
ホームページ》にて近々に発表・掲載い

たします。かならずご確認ください。

　〈中学生・高校生の時代には、私たち

生意気な生徒たちの為には親身となって

叱りつけたり，褒めてくれたりしてくれ

た当時の恩師。多感であった時代を振り

返ることによって、これからの人生に於

いても永遠に師で有り続けるでしょう。

心のこもった授業をもう一度履修できる

ことは、私たちを昔に《フィードバック》

させてくれます。是非、ご参集ください。

なお、最終日午後「同窓会賞」を選定
します。ご協力下さい。
　　　柏苑祭担当　塩満　守（19 期生）

《公示》同窓会総会開催について
　第37回総会を下記の要領にて開催いたします。同窓会会員（卒業生）はどな

たも是非ともご出席お願いします。

　昨年、平成23年（2011年）から、従来からの事業年度表示である2010年度を

昨年の平成23年3月31日をもって年度末となりました。平成23年4月1日からは

新年度（2011年度〈平成23年度〉）とすることに移行（変更）いたしました。

　従って「事業年度」は毎年4月1日から翌年3月31日までと本来のスタイルに

なりました。“東日本大震災”にも追い討ちをかけられ経済状況（円高・デフ

レ）、社会状況（雇用不安・倒産等）も相変らずの閉塞したままの状況下に置

かれておりますが、年に一度の同窓生が集まれる機会です。是非、ご出席くだ

さいます様、お願い申し上げます。

記

日　時　2012年5月18日（金）午後7時00分より
場　所　渋谷『東急イン』
　　　　（渋谷駅徒歩2分）東京都渋谷区渋谷1-24-10　TEL.03-3498-0109

議　題

１号議案　2011年度（2011年4月1日～2012年3月31日）活動報告

２号議案　2011年度（2011年4月1日～2011年3月31日）決算報告

　　　　　　①一般会計報告　　②第36回総会決算報告

　　　　　　③繰越金内訳　　　④会計監査報告

３号議案　2012年度（2012年4月1日～2013年3月31日）活動計画

４号議案　2012年度（2012年4月1日～2013年3月31日）予算案

５号議案　キャリアスタディ報告

６号議案　同窓会規約改訂について

７号議案　役員改選

８号議案　その他

懇親会のご案内
　総会終了後、同一場所において懇親会を開催いたします。週末の夜、仕事を

離れ、懐かしい友とお酒を酌み交わしながらひとときを過ごしてはいかがでし

ょうか。多数のご参加をお待ち致します。お互いに声掛けて参加をよろしくお

願いいたします。

　日　時　総会終了後（7時30分開会予定）
　場　所　総会と同じ場所
　会　費　6,000円（飲み・食べ放題・当日）
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同窓会経費削減について
同窓会会長（14 期生）　阿部　俊夫

　同窓生の皆さんご存知ですか。同窓会が学校と共同で中

学 3 年生『キャリアスタディー』を実施していることを。1

月 28 日に代表者発表会が開催され、3 年目も無事終了しま

した。彼らの１年間の成長は目覚しいものがあります。キャ

リアスタディーの詳細は専門委員会の報告に任せることと

しますが、同窓会 37 年の歴史の中で学校との関係が最も高

揚している時期となっています。しかし、今、同窓会内部

に大きな問題が横たわっています。内容は資金難です。

　同窓会は国家と違い、経費不足を国債に頼るわけには

いきません。資金が不足であれば活動の内容に制限が入

ることは仕方ありません。年間支出予算の内訳は大きく、

下記となります。

収入　新入会員入会金＋年会費（全員加入の場合）144 万円

　　　5 年会費（既卒業生からの振込￥3,000/5ケ年）　45 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　189 万円

支出（2010 年度実績）

68％　160 万円　　機関紙『柏』及び封筒の印刷費・   

　　　　　　　　　郵送費・発送アルバイト費

 8％　　20 万円　　ホームページ管理・更新費

 8％　　20 万円　　会議費、交通費　

 4％　　10 万円　　総会援助金

11％　 25 万円　　事務費、柏苑祭賞、予備費、

　総額　235 万円の支出の中で、『柏』の支出を減らさな

ければ同窓会総体として継続が困難となっています。一方

で実績から『柏』の果たしてきた役割は大きなものであっ

たことは事実です。どのように対処すべきか、理事会とし

ては対応について４人の専門委員を選出し、半年間に渡っ

てこの対応を集中審議してきました。その結果が理事会

に報告され、理事会として苦渋の選択ではありますが下

記内容を採択いたしました。

記

１． 同窓会では高校卒業生は全員同窓生として対応する。

２． 同窓会会員は５年毎に年会費を納入する義務を負って

いる。しかし、会費納入を怠っている方への『柏』の

発送を中止する。

３． 同窓会会員には同窓会ホームページへの登録促進を促

し、ホームページ上で『柏』を読んでいただくように

お願いする。

　同窓会ホームページアドレス　http://tcu-kasiwa.org/

懇親会報告
　昨年、2011 年 11 月 11 日（金曜日）午後 7 時から新宿・

京王プラザホテル 47 階 〈宴会場：あおぞら〉に於いて同窓

会々員相互の親睦をはかるため、従来の総会時とは別途に懇

親会を初めて開催しました。

　今回は、ご希望もあり「同期会」として、第 17 期（昭和

45年 3月卒業）生の皆様へのご連絡・お誘いを第17期の幹事：

古橋昭男さんなどにお願いし、広く声を掛けていただきまし

た。結果、予想を大幅に超えた大勢の同期生の方々にご来場い

ただきました。幹事さんのご努力に改めてお礼申し上げます。

　さらに、同窓会・理事会としては出席者の増加に努力目標

を設定。60 名近くが集まったことと、第 17 期の同期生が 50

名を超え 総勢 100 名を超える出席者を数えるに至りました。

　同総会・懇親会としての出席者数としては、過去の記録を

更新しました。当初予定していました二倍以上の出席者とな

ったため、予約時点では広いと感じていた会場は思いのほか

窮屈と成り、かつご出席されました皆様方には、料理不足が

著しく生じてしまったことをここに慎んでお詫び申し上げま

す。特に卒業期から幾年も立っておらず就職後、二・三年程

の若い同窓生の方々も多数おられ、欲求不満に成られたので

は？とお察しいたします。

　会場では出席者が多かった分、会話の盛り上がりも大きく、

女性コーラスグループ・ラヴィニアによるイベントの可憐な

歌声も打ち消され気味。40 年ぶりに〝再会〟された同級生同

士が当時を振り返っての会話などで、あちら・こちらに華が

咲いていました。

　懐かしさゆえに次から次へと「いま何やってんの？」とか

「孫が二人」とか「お互い上が涼しくなったなー」とか「年

金もらってんの？」などの話が弾み、アッという間の時間不

足で閉会後、二次会へと誘い合う当時はカッコ良かった詰襟

の『仲間たち』は、またの再会を約束したことと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水 茂 14 期生）

●編集後記
　前号『柏』第 53 号、さらに今号に亘って巻頭にはキャリスタ

委員長に総括を含めてお願いしました。このキャリアスタディは、

今思えば私たち卒業生が人生での一番の多感期、そして好奇心に

満ち溢れた時期でもある六年間（三年間）を通じて、毎日のよう

に通い詰めた言い変えれば青春の輝きに満ちた場所である母校の

生徒が対象となります。〝見るもの〟〝聞くもの〟その他経験するも

の全てがその後の人生の土台となっています。現在 遂行してい

る母校とのキャリスタでは、それぞれのコーディネーター諸氏も、

中学三年生の生徒たちを前にして、当時の思い出を心の中で振り

返っていることでしょう。時の移り変わりを感じ取り、また今後

の彼らの人生を少しでも背中を押してあげて〝上昇気流に乗せて

あげたい〟と願う真摯な気持ちが働いています。

　〝教えることは学ぶこと〟と言います。上昇志向が少しでもある

方は、是非今後のキャリスタにご参加ください。（14 期生　清水）


